
日本大学生産工学部 起業支援プログラム 

 

応募シート（簡易創業計画書） 

 

◆申込者の情報 

年次 ３年 学生番号 XXXXXXX 名前 生産工 太郎 

携帯電話番号 080-xxxx-xxxx メールアドレス @ 

 

◆参加にあたっての確認事項 

 以下の事項を確認後に右端のチェック欄（□）にチェック（☑）をして申し込みください 

✓ 1年以内に起業（法人設立等）することを目指し、起業支援プログラムに参加を申し込みます 

✓ 起業に伴うリスク（利害関係者に対する責任等）、事業資金の必要性等があることを理解しています 

✓ 起業支援プログラムに参加して 1年以内の起業を目指していることを、保護者が承諾しています 

上記を確認のうえ、「起業支援プログラム」に参加を申し込みます （チェック欄→）   ☐ 

 

◆起業したいと考えている事業の内容を書いてください 

事業名 （30字程度） 

 試作品マッチングアプリ 

１．製品・サービスの内容 

（提供する製品やサービスはどのようなものか、どんなことができるか、できるだけ具体的に記述してください。さらに、どんな人が、どんなときに、どのように

使うものか、想定している利用シーンも記述してください。） 

お菓子などの食品製造会社が試作品を作り消費者の反応をみたいときに、食品製造会社と試作品を食べて感想

を言ってくれる人をつなぐスマートフォンアプリを開発する。 

食品製造会社は、試作品を食べて評価してくれる人を全国から探すことができる。試作品を食べてくれた人のアン

ケート結果を集計して分析して、食品製造会社にデータを販売する。 

 食品製造会社は、試作品を食べてくれる人を探す手間が省ける。会社の近くだけでなく、全国から探すことができ

る。試作品を食べる人は、空いた時間の副業を探している人が希望の会社の未発表の商品を食べてみることができ

る。 

 

２．想定顧客（ターゲット） 

（商品やサービスを購入する人・利用する人はだれなのか、具体的に記述してください。性別、年齢層、職業、住んでいる場所、年収、好みなど、想定

している人を具体的に記述してください。） 

食品製造会社は、特にお菓子メーカーを考えている。 

試作品を食べる人は、全国の副業をしたい専業主婦や OLなどが考えられる。首都圏や関西圏だけでなく、地方

の人も対象にすることで、地域による味の好みの分析もできるようにしたり、地域限定商品の販売や、地域限定食品

にも対応できるようにする。 

  

３．特長、差別化 

（商品やサービスはどんな特長があり、似たような商品・サービスとどういった点が違うか、どんな点で優れているか、などをできるだけ具体的に記述してく

ださい。） 

 スマートフォンのアプリを使ってサービスを提供する。 



日本大学生産工学部 起業支援プログラム 

 

試作品を食べてくれる人の感想の書き方や好みをアプリが分析して、評価やランク付けをして、適切に評価をしてい

ない人には試作品が届かないようにして、感想の品質を保ちます。AIで分析ができたらいいなと思います。 

 

４．利益計画 

 （最初の 3年間で、どのくらいの売上が考えられ、どのくらいの費用がかかり、その結果どのくらいの利益がでるか、現在考えている範囲で記述してくださ

い。） 

 1年目 2年目 3年目 

売上高 3,000,000 15,000,000 30,000,000 

費用 4,300,000 11,500,000 18,000,000 

利益（＝売上－費用） -1,300,000 3,500,000 12,000,000 

 

 

５．初期投資額 

（事業を始めるために、最初になににどの程度のお金をかける必要があるか、どのようなものを購入するか、を現在考えている範囲でできるだけ具体的に

記述してください。） 

 アプリ開発 300万円 

 

６．将来の目標 

（起業して将来どのような事業にしたいか、自分はどうなりたいか、などの目標としている姿を具体的に記述してください。） 

 小学生のころから社会に役立つ会社を経営してみたいと思っていました。 

 将来は食べ物の試食だけでなく、工業製品の試作品テストなどにも広げていきたいです。 

 たくさんの専業主婦やＯＬや女子大学生が楽しく気軽に副業ができるようにして、収入を得ることができて楽しい生

活を送ってもらえるようにしたいです。 

 私は大学生の時に起業した人として、後輩の大学生に起業する勇気を与える存在になりたいです。 

 

７．「起業支援プログラム」の参加希望理由 

（なぜ「起業支援プログラム」にチャレンジしてみたいと考えたか、その理由を具体的に記述してください。） 

小さいころから ZOZOTOWNの前澤社長にあこがれていて、自分で IT会社を経営してみたいと思っていたからで

す。事業で成功してお金を貯めて、社会に寄付して世の中を善くしたいと思っています。 

特に私は家庭が裕福でなく、中学校や高校生の時に大好きなお菓子を買って食べるおこづかいがありませんでし

た。なので、お菓子会社の試作品を食べてアンケートに協力することで、安くお菓子を食べることができるようになる

と考えました。 

 でもどうやって会社を作ってよいか、どうやって会社をスタートさせて良いかわかりませんでした。このプログラムに

参加して、起業の相談にのってくれるコンサルタントに教えてもらって勉強したいと思いました。 

 

＊記入スペースが不足している場合には、枠を広げて記入してください。 

＊写真・図表などの貼付も可能です。  

＊追加説明が必要な場合には、別紙として A4サイズ×5枚まで添付可能とします。 


